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(57)【要約】
【課題】簡易な構成でユーザに手間や時間が掛かること
なく電子内視鏡のメモリに最適な設定データを格納する
ことができる電子内視鏡及び電子内視鏡システムを提供
する。
【解決手段】候補データ格納部（１００Ａ）は、複数の
電子内視鏡に対応付けられた複数の候補データを格納す
る。候補データ抽出部（１００Ｂ）は、外部機器（２０
０）との間の通信により、候補データ格納部（１００Ａ
）が格納する複数の候補データのいずれかを抽出する。
設定データ格納部（１００Ｃ）は、候補データ抽出部（
１００Ｂ）が抽出した候補データを設定データとして格
納する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電子内視鏡に対応付けられた複数の候補データを格納する候補データ格納部と、
　外部機器との間の通信により、前記候補データ格納部が格納する前記複数の候補データ
のいずれかを抽出する候補データ抽出部と、
　前記候補データ抽出部が抽出した前記候補データを設定データとして格納する設定デー
タ格納部と、
　を有することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の電子内視鏡において、
　前記候補データ抽出部は、前記複数の候補データを絞り込むための絞り込み情報を前記
外部機器から受信し、受信した絞り込み情報に基づく絞り込み候補データを前記候補デー
タ格納部から一次抽出し、一次抽出した絞り込み候補データを前記外部機器に送信し、送
信した絞り込み候補データに基づく選択情報を前記外部機器から受信し、受信した選択情
報に基づいて前記設定データとしての前記候補データを前記候補データ格納部から二次抽
出する、ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項３】
　請求項２記載の電子内視鏡において、
　前記候補データ抽出部が前記絞り込み候補データの一次抽出または前記設定データとし
ての前記候補データの二次抽出に失敗したときにその旨を報知するエラー報知部をさらに
有する、ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項４】
　請求項３記載の電子内視鏡において、
　前記エラー報知部は、前記設定データ格納部が前記設定データとしての前記候補データ
の格納に失敗したときにその旨を報知する、ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項記載の電子内視鏡と、
　前記電子内視鏡と双方向に通信可能な前記外部機器と、を含むことを特徴とする電子内
視鏡システム。
【請求項６】
　請求項５記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記外部機器は、前記電子内視鏡と接続されて該電子内視鏡が取得した画像信号に画像
処理を施すプロセッサからなる、ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡及び電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡は、使用者（医師等の検査者や患者等の被検査者を含む）の要望に対応する
ため、複数の機種（例えば上部消化管内視鏡や下部消化管内視鏡等）が存在する。多いシ
リーズでは６０種類程度の機種が存在しており、機種毎に最適な設定データ（例えば画質
パラメータ等）が異なるのが一般的である。
【０００３】
　電子内視鏡では、その製造時やメンテナンス時などの各種のタイミングで、自身に最適
な設定データを専用のメモリ（例えばＥＥＰＲＯＭ等）に格納する（書き込む）処理が行
われる。電子内視鏡の起動時には、メモリに格納された設定データが読み出され、各デバ
イスへのレジスタ初期設定等が行われる。
【０００４】
　従来、電子内視鏡のメモリに設定データを格納する場合には、電子内視鏡に専用の設定
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機器を接続し、この設定機器から電子内視鏡に設定データを伝送し、電子内視鏡のマイコ
ンの制御の下で、設定機器から伝送されてきた設定データをメモリに格納していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２１０４０２号公報
【特許文献２】特許第４０１０８１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記従来技術は、専用の設定機器を用意することが必要であるため、この設定
機器がないシチュエーションでは、電子内視鏡のメモリに設定データを格納することがで
きない。また、専用の設定機器は、複数の機種に対応する複数の設定データを格納するこ
とが必要であるため、大掛かりであり、ユーザにとって手間や時間が掛かるものと言わざ
るを得ない。
【０００７】
　本発明は、以上の問題意識に基づいて完成されたものであり、簡易な構成でユーザに手
間や時間が掛かることなく電子内視鏡のメモリに最適な設定データを格納することができ
る電子内視鏡及び電子内視鏡システムを提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の電子内視鏡は、複数の電子内視鏡に対応付けられた複数の候補データ
を格納する候補データ格納部と、外部機器との間の通信により、前記候補データ格納部が
格納する前記複数の候補データのいずれかを抽出する候補データ抽出部と、前記候補デー
タ抽出部が抽出した前記候補データを設定データとして格納する設定データ格納部と、を
有することを特徴としている。
【０００９】
　前記候補データ抽出部は、前記複数の候補データを絞り込むための絞り込み情報を前記
外部機器から受信し、受信した絞り込み情報に基づく絞り込み候補データを前記候補デー
タ格納部から一次抽出し、一次抽出した絞り込み候補データを前記外部機器に送信し、送
信した絞り込み候補データに基づく選択情報を前記外部機器から受信し、受信した選択情
報に基づいて前記設定データとしての前記候補データを前記候補データ格納部から二次抽
出することができる。
【００１０】
　前記電子内視鏡は、前記候補データ抽出部が前記絞り込み候補データの一次抽出または
前記設定データとしての前記候補データの二次抽出に失敗したときにその旨を報知するエ
ラー報知部をさらに有することができる。
【００１１】
　前記エラー報知部は、前記設定データ格納部が前記設定データとしての前記候補データ
の格納に失敗したときにその旨を報知することができる。
【００１２】
　本発明の一態様の電子内視鏡システムは、上述したいずれかの電子内視鏡と、前記電子
内視鏡と双方向に通信可能な前記外部機器と、を含むことを特徴としている。
【００１３】
　前記外部機器は、前記電子内視鏡と接続されて該電子内視鏡が取得した画像信号に画像
処理を施すプロセッサから構成することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、簡易な構成でユーザに手間や時間が掛かることなく電子内視鏡のメモ
リに最適な設定データを格納することができる電子内視鏡及び電子内視鏡システムを提供
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することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の電子内視鏡システムを示す全体構成図である。
【図２】設定データの格納処理（書き込み処理）のための電子内視鏡とプロセッサの構成
要素を示す機能ブロック図である。
【図３】本実施形態の電子内視鏡システムによる設定データの格納処理（書き込み処理）
を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１～図３を参照して、本実施形態による電子内視鏡システム１０について説明する。
【００１７】
　図１に示すように、電子内視鏡システム１０は、電子内視鏡１００と、プロセッサ（外
部機器）２００と、モニタ３００とを有している。
【００１８】
　電子内視鏡１００は、操作者が把持する把持操作部（図示せず）と、この把持操作部か
ら延出する可撓性のある挿入部１１０と、この把持操作部から挿入部１１０とは反対側に
延出するユニバーサルチューブ１２０とを有している。ユニバーサルチューブ１２０の先
端にはコネクタ部１３０が設けられており、このコネクタ部１３０のコネクタ端子（図示
せず）とプロセッサ２００のコネクタ端子（図示せず）が接続可能になっている。
【００１９】
　電子内視鏡１００にはライトガイドファイバ１４０が内蔵されており、このライトガイ
ドファイバ１４０は、挿入部１１０、把持操作部（図示せず）及びユニバーサルチューブ
１２０を通り、コネクタ部１３０から突出するライトガイドスリーブ（図示せず）の内部
まで延びている。コネクタ部１３０のコネクタ端子（図示せず）とプロセッサ２００のコ
ネクタ端子（図示せず）が接続されると、ライトガイドファイバ１４０は、プロセッサ２
００に内蔵された照明光学システム２１０と光学的に接続される。そして、照明光学シス
テム２１０から発せられた照明光は、ライトガイドファイバ１４０内を導かれ、挿入部１
１０の前端面に設けられた照明レンズ１５０によって所定の配光で外方に出射される。
【００２０】
　挿入部１１０の前端面には、被写体光を取り込む対物レンズ１６０が設けられており、
その直後に、被写体の画像信号を取得するＣＣＤ１７０が設けられている。ＣＣＤ１７０
が取得した被写体の画像信号は、信号伝送ケーブル１８０を介して伝送され、ＣＰＵ１０
０Ｘの制御下でＲＯＭ１００Ｙに読み込まれ、ＣＰＵ１００Ｘからプロセッサ２００内の
ＣＰＵ２７０に出力される。ＣＰＵ２７０は、入力した画像信号に所定の画像処理を施し
て観察画像とし、これをモニタ３００に表示する。なお、電子内視鏡１００のＣＰＵ１０
０Ｘとプロセッサ２００のＣＰＵ２７０との間では、ＣＣＤ１７０が取得した被写体の画
像信号の他にも、各種の制御信号等が伝送される。
【００２１】
　プロセッサ２００は、電子内視鏡１００のライトガイドファイバ１４０に照明光を供給
するための照明光学システム２１０を有している。この照明光学システム２１０は、光源
ランプ２２０と、集光レンズ２３０と、調光機構２４０とを有している。
【００２２】
　光源ランプ２２０は、コリメータレンズ（図示せず）を内蔵しており、ランプ電源２５
０からの点灯用電力の供給を受けて、平行光からなる照明光（平行照明光）を出射する。
ランプ電源２５０は、ＣＰＵ２７０からの点灯電流指示信号やその他の制御信号による制
御の下で、光源ランプ２２０に点灯用電力を供給する。集光レンズ２３０は、光源ランプ
２２０が出射した平行照明光をライトガイドファイバ１４０の入射端面１４５に向けて集
光する。
【００２３】
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　調光機構２４０は、光源ランプ２２０と集光レンズ２３０の間の光路上に設けられ、光
源ランプ２２０が出射した平行照明光の光量を調整して集光レンズ２３０に導く。調光機
構２４０は、調光用網部材（図示せず）を有している。この調光用網部材の網目部は、光
源ランプ２２０が出射した平行照明光を遮る遮光部を構成し、この調光用網部材の網目部
の間に形成された間隙部は、光源ランプ２２０が出射した平行照明光を通過させる複数の
開口部を構成している。モータ２６０により、調光機構２４０の調光用網部材を光源ラン
プ２２０と集光レンズ２３０の間の光路上に挿脱駆動し、さらに当該光路上で回転駆動す
ることで、光源ランプ２２０が出射した平行照明光の光量が調整される。モータ２６０に
よる調光機構２４０の調光用網部材の挿脱駆動及び回転駆動は、ＣＰＵ２７０からの制御
信号によって制御される。
【００２４】
　電子内視鏡１００では、その製造時やメンテナンス時などの各種のタイミングで、自身
に最適な設定データ（例えば画質パラメータ等）を専用のメモリ（例えばＥＥＰＲＯＭ等
）に格納する（書き込む）処理が行われる。電子内視鏡１００の起動時には、メモリに格
納された設定データが読み出され、各デバイスへのレジスタ初期設定等が行われる。以下
では、この設定データの格納処理（書き込み処理）のための構成及び動作について詳細に
説明する。
【００２５】
　図２に示すように、電子内視鏡１００は、候補データ格納部（ＲＯＭ）１００Ａと、候
補データ抽出部（マイコン）１００Ｂと、設定データ格納部（ＥＥＰＲＯＭ）１００Ｃと
を有している。図２の候補データ格納部１００Ａは、例えば、図１のＲＯＭ１００Ｙの一
構成要素（一機能）として実現することができる（図２の候補データ格納部１００Ａと図
１のＲＯＭ１００Ｙは同一の構成要素とみなすことができる）。図２の候補データ抽出部
１００Ｂ及びエラー報知部１００Ｄ（後述する）は、例えば、図１のＣＰＵ１００Ｘの一
構成要素（一機能）として実現することができる（図２の候補データ抽出部１００Ｂ及び
エラー報知部１００Ｄと図１のＣＰＵ１００Ｘは同一の構成要素とみなすことができる）
。
【００２６】
　候補データ格納部１００Ａは、複数の機種（例えば上部消化管内視鏡や下部消化管内視
鏡等）の電子内視鏡に対応付けられた複数の候補データ（例えば画質パラメータ等）をテ
ーブルとして格納している。各候補データは、対応する電子内視鏡（製品番号や付属情報
などの機種情報）に応じて最適化されている。本実施形態では、候補データ格納部１００
Ａは、ｎ種類の電子内視鏡（製品番号や付属情報などの機種情報）に対応付けられたｎ種
類の候補データを格納している。
【００２７】
　候補データ抽出部１００Ｂは、プロセッサ（外部機器）２００との間の通信により、候
補データ格納部１００Ａが格納する複数（ｎ種類）の候補データのいずれかを抽出する。
プロセッサ２００との間の通信を介した候補データの抽出プロセスについては後に詳細に
説明する。
【００２８】
　設定データ格納部１００Ｃは、候補データ抽出部１００Ｂが抽出した候補データを設定
データとして格納する。候補データ格納部１００Ａが格納する複数（ｎ種類）の候補デー
タは設定データ格納部１００Ｃに格納される可能性があるものであり、その中から候補デ
ータ抽出部１００Ｂにより抽出されて設定データ格納部１００Ｃに格納された候補データ
だけが設定データとなる。
【００２９】
　図２に示すように、プロセッサ２００は、絞り込み情報生成送信部２００Ａと、選択情
報生成送信部２００Ｂと、設定データ格納判定部２００Ｃとを有している。
【００３０】
　絞り込み情報生成送信部２００Ａは、候補データ格納部１００Ａが格納する複数（ｎ種
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類）の候補データを絞り込むための絞り込み情報（機種受信コマンド）を生成して、当該
絞り込み情報を候補データ抽出部１００Ｂに送信する。ここで、絞り込み情報は、例えば
、ユーザのマニュアル入力操作によってＮＴＳＣ／ＰＡＬや撮像素子の分類等を指定する
、あるいは、プロセッサ２００の対応可能機種だけを指定することで生成される。候補デ
ータ抽出部１００Ｂは、絞り込み情報生成送信部２００Ａから受信した絞り込み情報に基
づく絞り込み候補データを候補データ格納部１００Ａから一次抽出し、一次抽出した絞り
込み候補データをプロセッサ２００に送信する。
【００３１】
　選択情報生成送信部２００Ｂは、候補データ抽出部１００Ｂから受信した絞り込み候補
データに基づく選択情報を生成して、当該選択情報を候補データ抽出部１００Ｂに送信す
る。より具体的に、プロセッサ２００のタッチパネル（図示せず）またはモニタ３００等
には、候補データ抽出部１００Ｂから受信した絞り込み候補データが一覧表示され、ユー
ザのマニュアル選択操作によって、一覧表示された絞り込み候補データのいずれを選択し
たかの選択情報が生成される。候補データ抽出部１００Ｂは、選択情報生成送信部２００
Ｂから受信した選択情報に基づいて、設定データとしての候補データ（設定データ格納部
１００Ｃに格納すべき候補データ）を候補データ格納部１００Ａから二次抽出する。
【００３２】
　設定データ格納判定部２００Ｃは、選択情報に基づいた適切な候補データが候補データ
格納部１００Ａから抽出（二次抽出）され、設定データとして設定データ格納部１００Ｃ
に格納されたか否かを判定する。設定データ格納判定部２００Ｃは、判定の結果に応じて
、設定データの格納処理（書き込み処理）を終了し、または、設定データの格納処理（書
き込み処理）を再実行する。
【００３３】
　図２に示すように、電子内視鏡１００は、エラー報知部１００Ｄを有している。このエ
ラー報知部１００Ｄは、候補データ抽出部１００Ｂが絞り込み候補データの一次抽出、ま
たは、設定データとしての候補データ（設定データ格納部１００Ｃに格納すべき候補デー
タ）の二次抽出に失敗したときに、その旨をプロセッサ２００側にエラー送信する。また
エラー報知部１００Ｄは、設定データ格納部１００Ｃが設定データとしての候補データ（
設定データ格納部１００Ｃに格納すべき候補データ）の格納に失敗したときに、その旨を
プロセッサ２００側にエラー送信する。エラー報知部１００Ｄからのエラー送信を受けた
プロセッサ２００は、例えば、応答コマンド、モニタ画面の表示、スピーカーによる音声
を介したエラー報知を実行する。
【００３４】
　図３のフローチャートを参照して、本実施形態の電子内視鏡システム１０による設定デ
ータの格納処理（書き込み処理）について詳細に説明する。図３のフローチャートは、例
えば、電子内視鏡１００とプロセッサ２００が接続されて互いに通信可能な状態で実行さ
れる。
【００３５】
　ステップＳ１では、プロセッサ２００側におけるユーザのマニュアル入力操作によって
、設定データの格納処理（書き込み処理）が開始される。ステップＳ２では、プロセッサ
２００の絞り込み情報生成送信部２００Ａが、例えば、ユーザのマニュアル入力操作によ
ってＮＴＳＣ／ＰＡＬや撮像素子の分類等を指定する、あるいは、プロセッサ２００の対
応可能機種だけを指定することにより、絞り込み情報（絞り込み機種情報）を生成する。
絞り込み情報生成送信部２００Ａは、生成した絞り込み情報を電子内視鏡１００側に送信
する。
【００３６】
　ステップＳ３では、電子内視鏡１００の候補データ抽出部１００Ｂが、絞り込み情報生
成送信部２００Ａから受信した絞り込み情報に基づく絞り込み候補データを検索する。ス
テップＳ４では、候補データ抽出部１００Ｂが、絞り込み候補データの検索が成功したか
否かを判定する。絞り込み候補データの検索が成功したときは（ステップＳ４：Ｙｅｓ）
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、ステップＳ５に進み、絞り込み候補データの検索が失敗したときは（ステップＳ４：Ｎ
ｏ）、ステップＳ８に進む。
【００３７】
　ステップＳ５では、電子内視鏡１００の候補データ抽出部１００Ｂが、検索に成功した
絞り込み候補データを候補データ格納部１００Ａから一次抽出しようと試みる。ステップ
Ｓ６では、候補データ抽出部１００Ｂが、絞り込み候補データの一次抽出が成功したか否
かを判定する。絞り込み候補データの一次抽出が成功したときは（ステップＳ６：Ｙｅｓ
）、ステップＳ７に進んで、一次抽出した絞り込み候補データをプロセッサ２００側に送
信し、さらにステップＳ１０に進む。絞り込み候補データの一次抽出が失敗したときは（
ステップＳ６：Ｎｏ）、ステップＳ８に進む。
【００３８】
　ステップＳ８では、エラー報知部１００Ｄが、候補データ抽出部１００Ｂが絞り込み候
補データの検索または一次抽出に失敗した旨をプロセッサ２００側にエラー送信する。ス
テップＳ９では、エラー送信を受けたプロセッサ２００側で、例えば、応答コマンド、モ
ニタ画面の表示、スピーカーによる音声を介したエラー報知が実行されて、処理が終了さ
れる。
【００３９】
　ステップＳ１０では、プロセッサ２００のタッチパネル（図示せず）またはモニタ３０
０等に、一次抽出された絞り込み候補データが一覧表示される。ステップＳ１１では、ユ
ーザのマニュアル選択操作によって、一覧表示された絞り込み候補データのいずれかが選
択される。ステップＳ１２では、プロセッサ２００の選択情報生成送信部２００Ｂが、ス
テップＳ１１の選択結果に応じた選択情報（絞り込み候補データに基づく選択情報）を生
成して、当該選択情報を候補データ抽出部１００Ｂに送信する。
【００４０】
　ステップＳ１３では、電子内視鏡１００の候補データ抽出部１００Ｂが、選択情報生成
送信部２００Ｂから受信した選択情報に基づく設定データとしての候補データ（設定デー
タ格納部１００Ｃに格納すべき候補データ）を候補データ格納部１００Ａから二次抽出し
ようと試みる。ステップＳ１４では、候補データ抽出部１００Ｂが、設定データとしての
候補データの二次抽出が成功したか否かを判定する。設定データとしての候補データの二
次抽出が成功したときは（ステップＳ１４：Ｙｅｓ）、ステップＳ１５に進み、設定デー
タとしての候補データの二次抽出が失敗したときは（ステップＳ１４：Ｎｏ）、ステップ
Ｓ１９に進む。
【００４１】
　ステップ１５では、電子内視鏡１００の設定データ格納部１００Ｃが、候補データ抽出
部１００Ｂが二次抽出した設定データとしての候補データ（設定データ格納部１００Ｃに
格納すべき候補データ）の格納（書き込み）を試みる。ステップＳ１６では、設定データ
格納部１００Ｃが、設定データとしての候補データの格納（書き込み）が成功したか否か
を判定する。
【００４２】
　設定データ格納部１００Ｃが設定データとしての候補データの格納（書き込み）に成功
したときは（ステップＳ１６：Ｙｅｓ）、ステップＳ１７に進んで、プロセッサ２００側
に向けてその旨を結果送信し、さらにステップＳ１８に進む。ステップＳ１８では、プロ
セッサ２００の設定データ格納判定部２００Ｃが、選択情報に基づいた適切な設定データ
が設定データ格納部１００Ｃに格納されたことを報知して、処理を終了する。設定データ
格納部１００Ｃによる設定データとしての候補データの格納（書き込み）が失敗したとき
は（ステップＳ１６：Ｎｏ）、ステップＳ１９に進む。
【００４３】
　ステップＳ１９では、エラー報知部１００Ｄが、候補データ抽出部１００Ｂが設定デー
タとしての候補データの二次抽出に失敗した旨、または、設定データ格納部１００Ｃが設
定データとしての候補データの格納に失敗した旨をプロセッサ２００側にエラー送信する
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。ステップＳ２０では、エラー送信を受けたプロセッサ２００側で、例えば、応答コマン
ド、モニタ画面の表示、スピーカーによる音声を介したエラー報知が実行されて、処理が
終了される。
【００４４】
　このように、本実施形態の電子内視鏡システム１０及び電子内視鏡１００によれば、候
補データ格納部１００Ａが、複数の電子内視鏡に対応付けられた複数の候補データを格納
し、候補データ抽出部１００Ｂが、プロセッサ（外部機器）２００との間の通信により、
候補データ格納部１００Ａが格納する複数の候補データのいずれかを抽出し、設定データ
格納部１００Ｃが、候補データ抽出部１００Ｂが抽出した候補データを設定データとして
格納する。これにより、簡易な構成でユーザに手間や時間が掛かることなく、電子内視鏡
１００の設定データ格納部１００Ｃに最適な設定データを格納することができる。
【００４５】
　候補データ格納部１００Ａとして汎用ＲＯＭメモリを使用することで、多数の機種情報
と多数の設定データであっても好適に対処することが可能になる。また機種情報と設定デ
ータを対応付けたテーブルを電子内視鏡１００に持たせることで、設定データの初期設定
や更新設定の際に、プロセッサ２００の更新や変更（バージョンアップ）等が不要である
。さらに電子内視鏡１００とプロセッサ（外部機器）２００を含むユーザーインターフェ
ースにより、切り替え可能な機種情報（設定データ）を一覧表示することで、機種情報（
設定データ）を選択する際のユーザの負担を軽減することができる。このユーザーインタ
ーフェースは、例えば、プロセッサ２００の対応可能機種だけを選択対象に含める、また
は、類似機種情報を一覧表示（ＮＴＳＣ／ＰＡＬや撮像素子の分類等）することで曖昧な
値でも検索できる、といった柔軟な対応を可能とする。従来品では、設定データの切り替
えの際に機種を特定する情報を完全に一致させる必要があり、機種数が多い場合に機種の
指定が煩雑であったが、本実施形態のユーザーインターフェースを使用すれば、そのよう
な問題は発生しない。
【００４６】
　以上の実施形態では、電子内視鏡１００と接続されて互いに通信可能な外部機器として
プロセッサ２００を用いた場合を例示して説明したが、外部機器はプロセッサ２００に限
定されず、プロセッサ２００以外の設定機器（例えばコンピュータ）とすることも可能で
ある。
【符号の説明】
【００４７】
１０　電子内視鏡システム
１００　電子内視鏡
１００Ａ　候補データ格納部（ＲＯＭ）
１００Ｂ　候補データ抽出部（マイコン）
１００Ｃ　設定データ格納部（ＥＥＰＲＯＭ）
１００Ｄ　エラー報知部
１００Ｘ　ＣＰＵ
１００Ｙ　ＲＯＭ
１１０　挿入部
１２０　ユニバーサルチューブ
１３０　コネクタ部
１４０　ライトガイドファイバ
１４５　入射端面
１５０　照明レンズ
１６０　対物レンズ
１７０　ＣＣＤ
１８０　信号伝送ケーブル
２００　プロセッサ（外部機器）
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２００Ａ　絞り込み情報生成送信部
２００Ｂ　選択情報生成送信部
２００Ｃ　設定データ格納判定部
２１０　照明光学システム
２２０　光源ランプ
２３０　集光レンズ
２４０　調光機構
２５０　ランプ電源
２６０　モータ
２７０　ＣＰＵ
３００　モニタ

【図１】 【図２】
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